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10. No. 2. 1987) 1ζ掲載された。



















区 分 世帯数 人口
自然(1'']動態 社会的動態
増減 -iI!.:if当 人 I~I街度
tl¥生
昭和 30年 1. 892 9.617人 人
昭和 35年 1. 819 8.804 
昭和 40年 1. 789 8. 220 40 
昭和 45年 1.745 7.385 82 
昭和 50年 1，748 7.143 91 
昭和 55年 1. 718 6，898 89 
昭和 55年 1. 7 I 9 6.861 73 
昭和 57年 1. 719 6.836 65 
昭和 58年 1. 723 6.806 71 
昭如 59年 1. 724 6.742 76 





























死亡 転入 転出 り人口 ( 1 h~) 
人 人 人 人 5.08人 59.43人
4.84 54.41 
51 23 37 ム25 4.59 50.80 
79 125 157 ム29 4.23 45.64 
80 234 315 ム70 4.09 44.14 
78 198 246 ム38 4.01 42.63 
55 184 239 ム37 3. 99 42.40 
58 183 215 ム25 3.98 42.25 
66 186 221 ど'>30 3.95 42.06 
72 198 266 ム64 3.91 41.67 
71 142 216 ム64 3.87 41.27 
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~~~ 1 一一一一J 過疎地域

























表 2. ~ヰ傾岐における 5年mの記事数の変化
60--64 ~下 65-69f1o 70-74if 75-79"r: 80-例年 85-87"JO .H 
fT 財 政 233 ( 225) 165( 16.0) 177 ( 17.1 208 ( 20.1) 140( 13.5 111 ( 10.7 1.034 ( 18.3) 
i 業 158 ( 305) 98( 18.9) 69( 13.3 71 ( 13.7 73 ( 14.1 49 ( 9.5 518( 9.3 
生活環涜樫倣 73 ( 14.7) 66 ( 13.3) 82 ( 16.6) 107 ( 31.6 98(198) 69 ( 139) 495( 8.7) 
保健衛生 32 ( 9.2 48 ( 13.8 34 ( 9.8 45 ( 130) 108 ( 31.1) 80 ( 23.1) 347 ( 6.1) 
民 生 97( 17.3 121 ( 21.5 111 ( 19.8 113 ( 20.1 80 ( 14.2 40 ( 7.1 562 ( 9.9 
教 育 77 ( 17.7 90 ( 20.6 53 ( 12.2) 66 ( 15.1 91 ( 20.9) 59( 13.5) 436 ( 7.7) 
文 化 94 ( 12.4 114 ( IS.0 143 ( 18.8 141 ( 186) 160 ( 21.1) 107(14.1) 759 ( 13.4) 
体育 ・レク活動 45 ( 11.3 29 ( 7.3 55 ( 13.8 76 ( 19.0 112 ( 28.0 83 ( 20.8 400 ( 7.1 
く り し 12 ( 8.1 24 ( 16.2 23 ( 15.5 33 ( 22.3 27 ( 18.2 29 ( 19.6) 148 ( 3.6 
社会問 題 26 ( 6.2) 59( 140) 88(20.9) 102( 242) 99 ( 23.5) 47 ( 1.2 421 ( 74) 
そ の (也 90( 16.7 102( 18.9 78 ( 14.5 81 ( IS.O 122 ( 22.6 66 ( 12.2) 539 ( 95) 
5十 937 ( 16.6 916 ( 16.2 913 ( 16.1 1.043 ( 18.4 1.l10( 19.6 740 ( 13.1 5.659 (100.0 

















































































初代 西本高志 S31.1L3-S34_ 7_30 (復任
期間，以下同じ)
2代， 3代永井幸彦 S34_ 7.31-S42. 7.30 
4代，5代田畑窓- S42. 7.31-S50_ 7.30 


































2 -1 -2.選挙H:ついて 絞径は15.69o1Lおさえざるをえなくなっている。役資的
選併については広報でその都度 r-~は弘のもの J 経質の割合が問え，義務的絞t.'iか少なくなる乙とか哩ま







その後も選挙毎Iζ投謀本を報じ，投25率のおい役票所 決算報告がなされている。 1961 (I~j初36) 年度には一般
については表彰までおζなっている。そのせいか国政レ 会計予算ー の総宮Hがはじめてl億円を越し. 1966 (fIs.ffl41) 
ベルの.Q!l本では投禁ネは85%を越えている。 年度iζは2億円を越え. 1970 (f~{制45) 年度には 4 億円
町選挙としては初代町長選と 4. 5代目の町長選の三 を鍾え.1975 (1肝不日50)年度1(は 8億円を鑓え.1980 







もあり.当選議員の、ド均年齢は46.9歳とな った。 1979 広報には符年度Mに 100億円は乙う使われたJと歳
(BH利54)年1:定数は20人1:.19回年1:は16名に減って 入と成出の報告がなされている。主な事業内容は以下の
いる。 制峨毎Kついての分析でふれられている。(姻 智筒)
2 -1 -3.町財政(予算・決算.税金)について 2 -2. r産業J~è'liIC ついての分析と考察






































































































( 6 ) 
堀他:1.出村における子とものとt活l乙関する甲研究(2) -3J5一
からオイノレ ・ショックの年まで，織物業を中心iζひとつ その背景には前注した家族形態の変寄が乙の過併地域に
自のヒークがみられる。 70年代後半は地局;rc駐が織物不 も忍び寄ってきた乙とがあるのではないか。 70年代後、ド
況のあおりを受けてf在的iζ一時減少した。しかし，80年 から80年代前、判ζかけて団地としての町営住宅のiijdか











誘致の契機lζなった。 60年代の後半は学校の統廃合後の いる。 ζれについては翌年IC.公:r;防止を条件IC矢般地
跡地を利用して工業誘致か盛んに行われ.士業進出が活 l>{1L処pl1施設のit設が始まっている。 J978 (1別手1153)年
発になった時期である。広報の記事の侃も乙の60年代後 には不燃物ゴミの収集が始まっており.全面的ICHlrの立
半がI品もS見支がi苛くなっている。 2次にわたるオイノレ ・ イ壬においてコザミ処fq1が行われるに預った。
ショ yクの聞は企業のぷ備役資も冷え込み低調であった。 七下水道については.簡易水道がその主流を占めてい









2 -3. r生活環焼鐙備JJ己事についての分析と考察 (件)


























ての記 'JJは全く見あたらなし、。 60年代後'I~ ICは町民生活 併をしたl釘後ではまだ無電話古s泌が残っていたか.J960 
の向上が問えられ，公共役資も町営住宅lζ向けられた。 (1昭和35)年には奥矢根を除いて全l足fC屯話が閲.it!iする
( 7 ) 
一316ー 児童学




生活|対迎烈の成局経備として. r消防Jr災害復旧J 2-4. r教育J記事iζついての分析と考察


















































































































































2 -5. r文化J.記事についての分析と A考察















































































2 -6. I体育 ・レク活動」記事についての分析と考察














































2 -7. r保俄 ・衛生J記事についての分析と身察
2 -7 -1 .町民の健康について
fl:次別1:保健衛生iζ閲する記事を量的1:見てみると，




































































































































































を開設した。また日常生活を営むのに支障のある老人家 2 -8 -3 国保について




社から車が贈られ. rしあわせ号」と命名された。 2台 「国保の正しい使い方Jを3固に分けて連載した。 70年
目がけJ石鍍金塗装工業所から贈られた。 代に入っても国保花関する用解を深める記事がl時々みら
2-8-2.年令 ・共済の充実について れる。








に応じ)が支給される。他に防宮 ・母チ・遺児 ・寡婦の となり，届:l¥を促すお知らせが頻繁lζ見られる。
4極の年金がある。さらに無拠出制の老齢 ・H子 ・防害 1964 (1昭和39)年農業労働力の口履い賃金のj基準がも
の福祉年金を設けている。 うけられた。最低賃金も改訂ζ とに広報l[載せ，守られ
但東町では，乙れらの年金の受給者が多く.60年代の ているか注意を与えている。(i白 緒子)
広報では.乙の年金制度についての知識の普放や給付の 2 -9. r社会問題j記事についての分析と A考察
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Summary 
1n this paper， we study the undergoing a complete change of rural community “Tanto-cho in Hyogo Prefectureぺ
by analysing quantitatively as well as qualitatively the articles reported in Public Information of Tanto-cho. 
We analysed the articles from these points as follows 
1. administra tion and public finance 
2. industry 
3. servicing of living environment 
4. health and hygiene 
5. public welfare 
6. education 
7. culture 
8. sports and recreation 
9.ぬilylife 
10. social problcm 
11. the others 
In about thirty years， Tanto-cho has changed on a large scale， especially by the high growth of economy. And so， 
Tanto-cho has be唱nfaced with the problem of population decrease and the aged. In recent years， it's becoming the 
important problems to be solved how Tanto-cho activates itself 
And no¥V， childrcn in Tanto-cho are living in the rural community， which is changing. Wc will study further how 
the social change has influenced on the life of the children there 
(17) 
